
第５期高幡地域アクションプランの

修正（予定項目）

高 幡 地 域 本 部

令和６年 10 月 22 日（火）

令和６年度第１回高幡地域アクションプランフォローアップ会議資料
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高幡地域アクションプラン 分野 林業
AP名

（実施地域）
No.６ 梼原 100年の森林・人づくりプロジェクト ～森と水の文化を紡ぐ～
（梼原町） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎梼原町、梼原町森林組合、ゆすはらペレット(株)、ゆすはらエネルギー(株)、
(株)KIRecub

(1)林業の新規就業者数 ６人
(R4)

16 人
（R6～9累計）

AP への位置づけ H21.4 月 (2)町実施の再造林面積
2.08ha
(R4) 30ha

事業概要

梼原町の根幹をなす『森林と水の文化』は、森林と水によって形成されてきた「産業の
発展」と、森林と水に留意しながらすすめられる「自然環境の保全」・「生活環境の整
備」、心豊かな町民の生活の中から生まれる「人・食・自然・伝統・文化」である。
この伝統を将来にわたって生かしながら、新たな『森林と水の文化』を形成するため、

森林の有する機能の高度発揮に取り組み、地域内経済の循環、林業経営のイノベー
ション、地域人材を育む力を醸成し、町有林の伐採から再造林の実現、再生可能エネ
ルギーの地産地消化に取り組む。

(3)森林由来の新商品開
発（もの・サービス） －

4品
（R6～9累計）

(4)木質ペレット生産量 1,446ｔ
(R4)

2,300ｔ

(5)太郎川公園の利用者
数

8,083 人
(R4)

30,000 人

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
森林資源の循環利
用

◆森林資源の再生産
・分収造林の競売による主伐の推進と木材の安定供給
◆木材の付加価値創造
・FSC 認証材製材品の販売強化

※林業振興計画の方針策定→産振アドバイザー制度の活用

[成果]
・森林組合原木取扱量
H30：15,704 ㎥
→R4：19,872 ㎥

・FSC 認証材の販売量
H30：998㎥
→R5：900㎥

・環境先進企業との森林
づくり協定数
H30:5 社→R5:8 社

・木質ペレット生産量
H30:1,276t
→R5：1,400t

・ＲeMORI 設立（R2）
・CoMORI 設立（R2）
・KIRecub 設立（R5）
・梼原森林づくり大学構想

（R3）
[課題]
・森林資源の活用促進と
伐採後の再造林
・木質バイオマス発電所新
設に伴う生産体制の拡充
及び原木供給
・森林を通じた関係人口
の拡大と林業担い手確保

林業担い手の確保
■梼原町、梼原町森林組合
・地域おこし協力隊等（民間事業体）の確保・育成
・地域おこし協力隊等（民間事業体）の育成体制の構築
・退任後の収入確保に向けた森林サービス産業創出の促進
・半林半 X といった新たな働き方の提案
・町有林（分収林含む）を主体とした安定的な事業量の確保

□林業事務所、地域本部
・支援制度に関する情報提供、現場指導、取組伴走支援、進捗管理等

森林と関わる新たな
人づくり

◆エネルギーの地産地消
・木質ペレット工場の施設整備
おが粉製造機(H24)、粉砕機(H30)、燃焼灰袋詰め装置(R3)

◆環境先進企業との協働
・協働の森づくり協定を締結、森林整備と交流活動、担い手の育成
◆次代を担う職業人の育成
・林業ミッションの地域おこし協力隊の導入（R3～）

環境先進企業との協働の高度化
■梼原町、梼原町森林組合、ゆすはらペレット(株)、ゆすはらエネルギー(株)、
(株)KIRecub
・環境先進企業の知見と梼原町の資源を活用した森林由来の新商品開発
・木質ペレットの増産（発電施設の新設、木質ペレット製造施設の増設）
・環境先進企業に対する「梼原町の森林と水の文化」の理解促進（高校生
によるプレゼン、社会見学）
・環境先進企業・高校生・地域おこし協力隊の協働事業の実施

□林業事務所、地域本部
・支援制度に関する情報提供、現場指導、取組伴走支援、進捗管理等

交流人口の拡大 ◆滞在型の観光地域づくりの推進（太郎川公園）
・きつつき学習館の改修（R4）→観光振興推進総合支援事業費
補助金（観光資源磨き上げ事業）の活用
・キャンプ場の整備、多言語対応サインの設置（R4）→観光施設
等緊急整備事業費補助金の活用
・湿性植物園の整備(R4) →博覧会受入環境等整備事業費
補助金の活用
・太郎川公園リニューアルオープン（R5）
・森林の文化シンポジウム、森林フェスティバル等イベント開催

滞在型の観光地域づくりの推進（太郎川公園を活用した関係人口の創出）
■梼原町
・次世代への森林環境教育の実施
・体験型イベントやシンポジウムの開催
・観光協会など関係機関との連携強化

□地域本部、林業事務所
・支援制度に関する情報提供、取組伴走支援、進捗管理等

修正項目(案)

町内施設へ電力と熱の供給施設整備

指導体制の検討 指導体制の運用

マーケティング、試行、起業支援

太郎川公園の環境整備や機能の充実

森林フェスティバル等イベントの開催

定期的な交流会の実施

町有林（分収林）の計画的発注

マーケティング、試作、販促ＰＲ活動

地域おこし協力隊等の確保・育成

森のようちえん・梼原高校ＰＴ

森林の体験プランの造成、周遊促進
森林セラピーの推進

修正後
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高幡地域アクションプラン 分野 水産業
AP名

（実施地域）
No.７ 須崎市産養殖マダイ等の販路拡大
（須崎市） 指標 出発点

実績 目標
R6 R7 R8 R9

実施主体 ◎(株)小島水産、◎乙女会、高知県漁協深浦支所 乙女鯛売上高※
103,909
千円
（R4）

200,000
千円

AP への位置づけ H25.4 月
※会計年度：10 月～９月(R5.9 月末決算以降は、1月末決算)

事業概要

養殖魚（マダイ）生産者グループと養殖業に関連した民間企業、漁協と連携し、他
産地の生産動向や県外大手出荷業者の販売戦略に左右されにくい販売力（自社価
格の設定、加工による付加価値の向上、取引量の拡大等）を構築し、養殖業の振興
を図る。

主な取り組み
これまでの主な動き 第５期計画における行程表

取り組みの内容 主な成果・課題 事業概要 R6 R7 R8 R9
品質の維持・向上と
生産量の確保

・新規漁業就業者の確保を目的とした漁業就業セミナーの開催
（H27:1 回、R元:1 回）
・生産者の確保を目的とした新規漁業就業者の長期研修生受入
（H29:1 名、H30:1 名）

[成果]
・雇用者の増
（株）小島水産
R4:5 名
→R5:10 名

[課題]
・さらなる販路の拡大に
向けた販売促進
・安定的なマダイ生産に係
る生産者の確保

品質の維持・向上と生産量の確保
■乙女会
・販路拡大等、有利販売の強化による生産者の乙女会への新規加
入促進を通じた生産量の増加

□県（中央漁業指導所等）、高知県漁協深浦支所
・新規漁業就業セミナー等の開催支援、漁業就業フェアの開催及び
支援制度等に関する情報提供

販路の開拓・拡大 ・バイヤーや飲食店事業者を対象とした産地見学会の開催
（H28:13 回、H29:2 回、H30:5 回、R4:２回）
・県内外商談会への出展
（H27:4 回、H28:3 回、H29:3 回、R3:２回）

販路の開拓・拡大
■(株)小島水産
・県内外商談会への出展、ふるさと納税返礼品取り扱いや個別の商談等に
よる販路の拡大

□県（中央漁業指導所等）
・県内外商談会等の紹介、商談会の出展等に係る支援制度の情報提供、
関係者への橋渡し

加工体制の強化・新
商品の開発

・加工施設の拡張（R3）→ 産振補助金を活用
・先進的な加工機器（金属探知機、うろこ落とし機、フィレマシン等）
の導入（H25～26）→ 革新的ものづくり・商業・サービス開発支援
補助金等を活用
・HACCP研修等の受講（H29～30）
・衛生管理の強化に向け、県版 HACCP 第３ステージの認証取得
（H30.10 月)
・加工事業の人員拡充による生産能力の向上

加工体制の強化・新商品の開発
■(株)小島水産
・コンセプトづくり、市場調査（消費者の意見集約）、製造方法等の検討、
商品改良や商品化の実現

□県（地域本部等）
・商品化に向けたアドバイスを得るための産振アドバイザーの活用提案、加工
品試作に係る支援制度の情報提供

修正項目(案)

後継者及び生産者の確保

新たな販路の開拓・拡大

新商品の開発

安定的な加工体制の確保
スタッフの研修

修正後
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